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要     旨 

背景：褐色脂肪組織(BAT)はミトコンドリア内膜に脱共役タンパク質 1（UCP1）を有し、余剰活性酸素

を体温として消費し生体恒常性維持機能に寄与している。近年、小型実験動物の動脈周囲および心周囲

の限られた領域において、BAT の UCP1 発現量評価がエネルギー消費における恒常性維持機能の把握

に貢献することが報告された。しかしながら小型実験動物の BAT 組織量が非常に少量であるため、ウ

ェスタンブロッティング法などタンパク質発現量の定量的評価において、その高い脂質含有割合がタン

パク質発現量の信頼性が損なわれうる。この問題に対処するため、我々は免疫電子顕微鏡的検索法を用

い、マウス BAT のミトコンドリアにおける UCP1 発現の程度を定量的に評価した。方法：雄性 10 週

例マウス(C57BL/6)を用い、A 群（ウサギ抗 UCP1 IgG/金粒子標識ヤギ抗ウサギ IgG）、B 群（ウサギ

IgG/金粒子標識ヤギ抗ウサギ IgG）、C 群（ウサギ抗 UCP1 IgG/金粒子標識ヤギ抗ウサギ IgG）と D 群

（ウサギ IgG/ヤギ抗ウサギ IgG）の４群において免疫電顕結果を比較検討した。 
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結果：UCP1 発現は一次および二次抗体の組合せを用いた免疫組織化学検査と免疫電子顕微鏡法を通し

てマウス肩甲骨間 BAT 検体で確認された(Supplementary Results)。A 群は他の群に比較してミトコン

ドリア領域で金粒子の免疫陽性の反応が顕著に観察された。この特徴的な金粒子免疫反応は、平均直径

5nm 以上の電気的高密度粒子から構成されていた。しかしながら、B 群の電気的高密度粒子はミトコン

ドリア外側にまで非特異的に散在し、かつ平均直径 4nm 未満であった。C 群と D 群はほとんど電気的

高密度粒子による免疫反応を観察できなかった。A 群と B 群の間のロジスティック回帰分析は、直径

5nm 以上の電気的高密度粒子の有為な閾値直径がミトコンドリア領域で抗 UCP1 抗体特異的な値であ

ることが確認できた。抗 UCP1 抗体の polyclonal および monoclonal の両者において免疫電顕的反応の

有為な差は認められなかった。考察：免疫電子顕微鏡は、非常に限られた領域（例えば小さい実験動物

の BAT の UCP1 発現など）における極少量のタンパク質発現の定量的評価に有用だと考えられた。 


